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28
年
6
月
定
例
会
で
質
問
し

た
市
川
手
児
奈
通
り
と
国
道
14

号
の
交
差
点
の
改
善
に
つ
い
て
、

東
京
方
面
へ
の
右
折
信
号
の
設

　
こ
こ
最
近
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
利
用
者
数
は
、
南
部
ル

ー
ト
で
は
減
少
、
北
東
部
で
は

横
ば
い
と
い
う
状
況
に
あ
る
が
、

　
市
は
、
市
民
か
ら
多
く
の
意

見
や
要
望
を
受
け
取
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
そ
の
中
に
は
共
通

の
課
題
や
問
題
が
含
ま
れ
て
い

　
昨
今
、
通
学
途
中
の
児
童
生

徒
等
が
巻
き
込
ま
れ
る
、
大
変

痛
ま
し
い
交
通
事
故
が
数
多
く

報
道
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お

　
入
札
制
度
に
は
市
民
の
信
頼

が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
本
市
の
平
成
28
年
度
に
お

け
る
公
共
工
事
の
一
般
競
争
入

　
真
間
川
沿
い
に
あ
る
手
児
奈

橋
公
園
に
隣
接
す
る
住
宅
の
所

有
者
に
対
し
て
、
自
家
用
車
の

通
行
を
目
的
と
す
る
占
用
許
可

　
本
八
幡
駅
南
口
に
公
営
競
技

場
外
発
売
場
を
設
置
す
る
計
画

が
あ
る
。
地
域
の
人
に
は
賛
否

両
論
あ
る
よ
う
だ
が
、
本
市
に

　
松
戸
街
道
に
お
け
る
、
国
府

台
病
院
か
ら
国
府
台
小
学
校
ま

で
の
歩
道
に
つ
い
て
は
、
幅
員

が
狭
い
上
、
段
差
が
生
じ
て
い

片
岡
き
ょ
う
こ
議
員
（
市
川
無
所
属
）

か
い
づ
　
勉
議
員
（
自
由
民
主
党
）

三
浦
一
成
議
員
（
自
由
民
主
党
）

清
水
み
な
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

置
に
向
け
関
係
機
関
と
調
整
を

図
る
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
約

半
年
が
経
過
し
た
が
、
そ
の
後

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
市
は
当
該
交
差
点
の
設
計

を
進
め
て
い
る
県
と
調
整
を
行

利
用
者
数
が
少
な
け
れ
ば
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
廃
止
と
い
う

こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ

こ
で
、
市
と
し
て
、
利
用
者
数

増
加
の
た
め
、
バ
ス
を
利
用
し

た
こ
と
が
な
い
市
民
の
意
見
等

る
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ

れ
ら
意
見
等
を
、
発
信
し
た
市

民
の
希
望
に
応
じ
て
公
開
す
る

こ
と
は
、
市
の
説
明
責
任
の
見

地
か
ら
も
合
理
的
で
あ
る
と
考

え
る
。
市
の
見
解
を
問
う
。

い
て
、
北
方
や
そ
の
周
辺
地
区

の
通
学
路
等
の
安
全
対
策
は
、

ど
の
よ
う
に
講
じ
て
い
る
か
。

答
　
市
は
地
域
の
要
望
や
定
期

的
な
通
学
路
安
全
点
検
等
に
基

づ
き
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い

札
1　6　4
件
の
う
ち
51
件
が
落

札
率
98
％
以
上
で
、
落
札
価
格

が
高
い
ほ
ど
落
札
率
の
高
い
件

数
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
そ

の
理
由
を
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
公
共
工
事
の
予
定
価
格
は
、

を
与
え
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
許
可
を
与
え
た
こ

と
に
正
当
性
は
あ
る
の
か
。

答
　
手
児
奈
橋
公
園
は
、
一
般

的
な
公
園
と
異
な
り
、
公
道
と

し
て
の
機
能
も
併
せ
持
つ
特
徴

設
置
す
る
こ
と
の
意
味
や
プ
ラ

ス
の
効
果
が
マ
イ
ナ
ス
を
上
回

る
の
か
と
い
う
と
疑
問
で
あ
り
、

市
に
は
慎
重
な
対
応
を
望
み
た

い
。
そ
こ
で
、
市
が
把
握
し
て

い
る
現
状
と
認
識
を
問
う
。

る
箇
所
が
あ
り
、
歩
行
す
る
際

に
大
変
危
険
で
あ
る
。
ま
た
、

車
道
に
も
段
差
が
生
じ
て
お
り
、

車
両
の
通
行
の
際
に
振
動
が
発

生
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
す

い
、
右
折
信
号
の
設
置
が
図
れ

る
よ
う
市
道
の
右
折
車
線
設
置

の
た
め
の
設
計
に
着
手
し
て
い

る
。
ま
た
、
県
が
進
め
る
国
道

14
号
拡
幅
事
業
と
整
合
を
図
れ

る
よ
う
、
市
道
の
右
折
車
線
と

交
差
点
改
良
と
を
一
体
で
効
率

的
に
整
備
す
る
よ
う
協
議
し
て

い
る
。
時
期
的
に
は
、
県
の
国

道
拡
幅
工
事
に
合
わ
せ
て
29
年

度
以
降
に
行
う
と
聞
い
て
い
る
。

を
聴
く
つ
も
り
は
な
い
の
か
。

答
　
南
部
ル
ー
ト
に
お
い
て
は
、

平
成
27
年
度
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
南
部
ル
ー
ト
実
行
委
員

会
が
地
元
自
治
会
の
協
力
も
得

な
が
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

約
2　5　0
件
の
回
答
を
得
た
。

今
後
は
北
東
部
で
も
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
等
の
具
体
的
な
方

策
に
つ
い
て
、
北
東
部
ル
ー
ト

実
行
委
員
会
で
協
議
し
て
い
く
。

答
　
既
に
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
」
や
「
ｅ-

モ
ニ
タ
ー
制

度
」
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
意

見
等
に
対
す
る
対
応
結
果
等
を

市
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
公
開

し
て
い
る
。
な
お
、
現
在
、
年

間
約
3　0　0　0
件
の
意
見
等
が

寄
せ
ら
れ
る
「
市
民
の
意
見

箱
」
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
課

題
を
検
討
し
な
が
ら
、
公
開
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。

る
。
若
宮
小
前
の
通
学
路
で
は
、

路
肩
の
カ
ラ
ー
舗
装
や
路
面
標

示
、
歩
行
者
保
護
の
ポ
ス
ト
コ

ー
ン
等
を
設
置
し
た
。
ま
た
、

税
務
署
通
り
で
は
、
歩
道
内
の

電
柱
の
移
設
等
の
可
能
性
を
今

後
電
線
管
理
者
と
協
議
す
る
他
、

県
道
で
あ
る
中
山
小
入
口
か
ら

ア
ー
デ
ル
通
り
と
の
交
差
点
ま

で
の
木
下
街
道
で
は
、
歩
道
の

補
修
等
を
県
に
要
望
し
て
い
く
。

国
や
県
が
示
す
公
開
さ
れ
た
積

算
基
準
を
用
い
て
積
算
し
て
い

る
。
入
札
参
加
業
者
も
同
じ
も

の
を
用
い
て
積
算
し
て
お
り
、

金
額
の
大
き
い
案
件
ほ
ど
綿
密

な
積
算
が
必
要
と
な
る
。
こ
の

た
め
、
予
定
価
格
と
入
札
価
格

が
近
く
な
る
等
の
状
況
と
な
る

が
、
市
と
し
て
は
適
正
な
利
益

を
確
保
し
た
上
で
価
格
競
争
が

行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

が
あ
り
、
公
園
に
隣
接
す
る
住

宅
か
ら
公
道
に
出
入
り
す
る
た

め
に
は
公
園
内
を
通
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
都
市

公
園
と
し
て
供
用
開
始
し
た
当

時
に
は
既
に
本
公
園
に
面
し
住

宅
が
建
て
ら
れ
て
い
た
経
緯
も

あ
り
、
住
宅
所
有
者
の
財
産
権

の
保
全
が
必
要
と
判
断
し
、
自

家
用
車
の
通
行
を
認
め
た
も
の

で
あ
る
。

答
　
事
業
者
が
所
管
大
臣
か
ら

場
外
発
売
場
の
設
置
許
可
を
受

け
る
に
は
地
域
と
の
調
整
が
必

要
で
あ
る
。
競
技
種
別
は
ま
だ

最
終
決
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、

地
元
説
明
会
等
が
行
わ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
市
で
は

事
業
者
か
ら
正
式
に
説
明
を
受

け
て
お
ら
ず
調
査
は
し
て
い
な

い
が
、
各
自
治
会
で
は
様
々
な

意
見
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

る
市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
松
戸
街
道
は
県
道
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
当
該
道
路
の
管
理

者
で
あ
る
県
に
対
し
、
現
場
の

状
況
を
説
明
す
る
と
共
に
、
調

査
及
び
補
修
を
要
望
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
歩
行
者
が
安
全

に
通
行
す
る
た
め
の
根
本
的
な

解
決
方
法
は
歩
道
の
拡
幅
で
あ

る
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
県
に
要
望
し
て
い
く
。

東
京
方
面
へ
の
右
折
改
善 

進
捗
状
況
は

14
号
拡
幅
に
合
わ
せ
29
年
度
以
降
に
実
施

北
東
部
で
も
市
民
の
意
見
を
聴
く
べ
き

具
体
策
を
実
行
委
員
会
で
協
議
す
る

市
民
の
意
見
や
要
望
を
公
開
で
き
な
い
か

公
開
に
向
け
た
準
備
を
現
在
進
め
て
い
る

北
方
地
区
等
の
対
策 

ど
う
講
じ
て
い
る
か

要
望
や
点
検
等
を
基
に
必
要
な
措
置
行
う

高
額
案
件
ほ
ど
高
落
札
率
の
傾
向 

理
由
は

公
開
の
基
準
で
綿
密
な
積
算
要
す
る
た
め

自
家
用
車
の
通
行 
正
当
性
は
あ
る
の
か

財
産
権
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断

現
状
を
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る
か

競
技
は
未
定 

様
々
な
意
見
あ
る
と
聞
く

歩
車
道
の
段
差
解
消
等 

ど
う
対
応
す
る
か

歩
道
拡
幅
を
含
め
県
に
補
修
等
要
望
す
る

市川駅北側の国道14号交差点

コミュニティバスの利用者数改善

情報公開

通学路等の安全確保

公共工事の入札制度

手児奈橋公園の占用許可

公営競技場外発売場

松戸街道の安全対策

髙
坂
　
進
議
員
（
日
本
共
産
党
）

道路交通行 財 政

道 路 交 通

県
道
市
川
松
戸
線
（
松
戸
街
道
）

右
：
木
下
街
道
（
北
方
３
丁
目
地
先
）

左
：
税
務
署
通
り
（
北
方
１
丁
目
地
先
）

久
保
川
隆
志
議
員
（
公
明
党
）

鈴
木
雅
斗
議
員
（
創
生
市
川
第
2
）


